
 

京都市立醍醐中学校 

令和５年度 校是・学校教育目標・生徒像・教職員像・学校像 

及び本年度の学校経営方針・重点課題 

 
 

１． 校是・学校教育目標 

校 是 

「夢・志を見つめる」 
学校教育目標 

「伝統と文化を受け継ぎ、地域や社会に貢献できる人材を育成する」 

～ 自分を律し、課題に挑戦し続ける姿勢を身につける ～ 

 

２．目指す生徒像 

① 自主自律の精神や広い視野、豊かな感性をもち、自らの未来を創造できる生徒 

② 探究心をもち、多角的に思考・判断し、自分の考えをわかりやすく表現できる生徒 

③ 目標を達成するために、具体的な道筋を考え行動できる生徒 

④ 規範意識を高め、自己の属する集団での役割と責任を自覚し集団生活の向上に努める生徒 

 

３．目指す教職員像 

①  志を忘れず、教育公務員としてプロ意識をもつ教職員 

② 「学ぶ楽しさ」「わかる喜び」が実感できる授業づくりに努める教師 

③   ワークライフバランスを大切にする教職員 

 

４．目指す学校像 

   ① 生徒を第一に考え、生徒を伸ばす学校 

② 心の居場所があって、安心して通える学校 

③ 地域や社会に開かれ、地域や社会に信頼される学校 

 

５．学校経営方針 

（１）地域の文化財を活用した「伝統文化教育」を、教科横断的な視点でカリキュラムマネジメン

トを進め、家庭・地域とともに「学校教育目標」の達成を目指す。 

特に、「総合的な学習の時間」を再編し、伝統文化教育との連携を強化する。      

※ ＭＤＲ活動（盲導犬育成の取組）、防災学習（地域との交流を進めて、連携した防災に関する学習）、 

醍醐寺との連携（鑑賞授業を含め教科横断的な授業の実施）、等 

（２）学習指導要領による学校全体での授業改善の視点や評価のあり方の視点から、校内研修・研

究協議を充実させ、生徒が主体的、対話的に学ぶ授業を進めていくことができるように指導力

を高める。また、ＩＣＴ機器を有機的に活用して、ＧＩＧＡスクール構想を着実に推進させる。 



 

（３）ＯＪＴを有効に機能させて、管理職やベテラン教職員が豊富な経験に基づく知識や技能を若

年教職員に伝えていく。 

（４）醍醐中学校区を基盤に、学力向上や生徒指導、支援の必要な生徒に関する実態や課題を踏ま

えて、小中一貫９年間を見通した学習指導・生徒指導を推進する。 

（５）学校運営協議会やＰＴＡとの連携を進め、「開かれた学校づくり」を着実に推進していく中で、

学校・家庭・地域との相互の信頼関係を強化していく。 

 

６． 重点課題 

＜知（確かな学力）＞ 

① 課題の発見・解決に向けた、主体的・対話的な学びや探究活動を重視した授業づくりに努める。 

② 授業と連動した課題の内容や提示方法に工夫・改善を行い、家庭での自学自習の習慣の定着を

図る。 

 

＜徳（豊かな心）＞ 

① 教育活動全体を通じて道徳教育を推進する。特に、「考え、議論する道徳」を実践する。 

② 「あいさつ」の意義を考え、自ら進んで「あいさつ」ができる生徒を育てる。 

③ ＭＤＲ活動や防災学習など全ての教育活動を通して、生徒の「自己有用感」を育てる。 

 

 ＜体（健やかな体）＞ 

① 「部活動ガイドライン」に基づき、適切な休養日や活動時間を設けて安全で充実した部活動指

導を実践する。 

② 教職員間及びＳＣとの「報・連・相」を大切にし、「見逃しのない観察」「手遅れのない対応」「心

の通った指導」に努める。 


